
平成２９年度 しらとり 事業計画 

              

１．社会福祉法人として、利用者の満足を追求する 

  1)生活の安心と快適な生活をつくる。 

  ・親子の自立、母親・子どもそれぞれの自己実現のための支援を、世帯およ

び個別の支援計画に基づき実施する。 

  ・施設が、全ての利用者および入所者（以下利用者）にとって安心して過ご

すことのできる居場所となるように、環境の点検・整備を随時行う。 

  ・利用者の人権の擁護、虐待の防止等のための必要な措置を講じ、職員に対

する研修を実施する。   

2)支援を求める人との信頼関係づくりに重点を置きながら相談に応じ、支援す 

る。 

 ・利用者の気持ちに寄り添い、「来てよかった」、「つながってよかった」 

と信頼される対応に努める。 

・法令遵守、情報保護、業務の効率向上のために、家族支援システムを運  

用ルールに則り適切に活用する。  

２．社会福祉法人として、家族支援・地域支援の拠点となる 

   1）施設全体が地域の拠点となる。 

  ・ダブルケア世帯等家族支援体制整備、強化に向けた定期情報交換、ボラン

ティア育成講座の共同開催等高齢施設（泉苑）と連携し対応する。 

・日々の防災に努め、災害発生時には地域の拠点としての役割を果たせるよ

うに、職員の対応力の向上、備蓄等の整備に努める。 

  2)地域の実態を把握し、提言・提案する。 

  ・地域との連携を常に図るとともに、関係機関との会議、行事等には積極的

に参加する。 

  ・要保護児童対策地域協議会の関係機関として、地域の虐待の防止の啓発、

普及に努める。 

３．社会福祉法人として核となる職員の定着・安心の実現 

  1)組織力の強化 

   各々のリーダーを要とする情報共有体制を整備し、全ての職員が個々の役

割を担いながら、互いに補完し合い利用者への支援を行う。 

  2)働きやすい職場環境の見直し 

   「ストレスチェック」の実施、有休取得率の向上他、全ての職員の安全衛 

  生を推進する。 

４．社会福祉法人としての経営体制の確立 

  ・年間入所率（稼働率）95%以上を目指し、積極的に広域利用受入れを推進す

る。 

・各種サービス事業の利用増及びニーズへの対応に向けて、積極的な広報活動

による利用者への周知、サービス向上のためのアンケート調査を実施する。 

 

  

・機械警備導入及び外壁補強等による警備強化に伴う、日中、夜間それぞれのス

タッフの適正配置等施設内安全管理体制の見直し、整備を行う。 

・事業継続計画の見直し、危険個所の点検、修繕を随時実施する。 

・ヒヤリハット事案の改善を組織的計画的に遂行する。 

・3 年目を迎える「しらとり学習サポートサロン」活動の更なる充実に向けて、

食事会の開催他行事活動に力を注ぐ。 

・苦情解決のための適切な対応に努め、制度理解に積極的に取り組む 

・3年目を迎える事業所内日祭日保育「しらとりホリデイルーム」の利用増を目 

指す。 
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